
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前 本 1927卸売 ※島原






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 （ ）上京区内には、地図に記した以外に、朝鮮人織物業者が、鞍馬口通烏丸付近に （
軒、小川通上立売付近に （ 軒あった。






















































































































































































































































































































































































































































（ 朱　雀 （,0（0 （（,0（（ （.（（%
（ 陶　化 （,0（0 （（,（（（ （.0（%
（ 養　正 （,（（（ （（,00（ （.（（%
（ 吉祥院 （,（（（ （,（（（ （（.0（%
（ 西　院 （,（（（ （（,（（（ （.（（%
（ 深　草 （,（（（ （0,（（（ （.（（%
（ 七　条 （（（ （（,0（（ （.（（%
（ 上賀茂 （（（ （,（（（ （（.（（%
（ 待　鳳 （（（ （（,（（（ （.（（%
（0 竹　田 （（（ （,（（（ （（.（（%
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注： （ ）○は「友禅・染色」業の （ 軒を、●は「蒸・水洗」業の （ 軒を示す。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 5 円位 業者：
2 円)
1 円 人
2 円) 1 円～ 2 円)
1 2 円～1 1 円
鮮人 場 ※※ 場 人
1 1 円 人
は の 工 京都市より い、 の中 に 工 に い
て 業者 して し （ 人 の は 、 円5
位と ）、 に は人 に いて して 円
し 、 は の人 と に※※ 場 通 て鮮人 者 し、 通
円1 （ の者には 円2 ） してい 。
は の間の したもの （ 内の は ）。
図 京都市
出 ：京都市教 『京都市に 者に 』（19 2年）5 ～57
頁。
図 7　京都市における増築工事の例
出典：京都市教育部社会課『京都市に於ける日傭労働者に関する調査』（（（（（年）（（〜（（頁。
六
六
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
近
現
代
都
市
史
に
お
い
て
も
、
在
日
朝
鮮
人
史
に
お
い
て
も
、
一
般
的
に
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
京
都
市
西
部
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
域
社
会
の
変
貌
と
朝
鮮
人
労
働
者
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
現
代
京
都
の
都
市
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
具
体
的
に
は
、
賃
織
業
者
が
最
も
高
密
度
に
密
集
し
た
柏
野
町
を
は
じ
め
と
す
る
西
陣
機
業
地
帯
、
一
事
業
所
と
し
て
は
京
都
市
で
最
も
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
働
い
た
辻
紡
績
会
社
、
戦
前
は
東
九
条
よ
り
も
朝
鮮
人
人
口
が
多
か
っ
た
朱
雀
学
区
の
友
禅
・
染
色
業
（
蒸
・
水
洗
業
）
地
帯
、
十
数
人
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
死
傷
し
た
新
京
阪
鉄
道
工
事
、
山
陰
本
線
の
下
を
七
条
通
が
く
ぐ
る
千
本
ガ
ー
ド
の
工
事
、
京
都
市
西
部
地
域
の
都
市
計
画
事
業
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
朝
鮮
人
労
働
者
と
は
対
照
的
に
、
周
辺
の
工
業
化
か
ら
排
除
さ
れ
取
り
残
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
被
差
別
部
落
在
住
日
本
人
に
つ
い
て
も
論
じ
、
土
木
事
業
に
お
け
る
相
互
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
本
稿
で
論
じ
た
在
日
朝
鮮
人
や
被
差
別
部
落
住
民
に
関
し
て
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
、
東
京
や
大
阪
な
ど
他
の
大
都
市
の
状
況
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
。
都
市
の
中
心
部
や
周
縁
部
と
の
関
係
性
は
ど
う
な
の
か
。
地
域
に
生
き
る
様
々
な
人
々
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
性
を
都
市
に
蓄
積
し
て
き
た
の
か
。
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
し
て
、
今
後
も
実
証
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
註（（
）
本
論
文
は
、
筆
者
が
発
表
し
て
き
た
次
の
Ａ
～
Ｉ
の
論
文
を
も
と
に
、
千
本
通
・
西
大
路
通
間
の
京
都
市
西
部
地
域
に
焦
点
を
あ
て
て
、
新
た
な
史
料
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
著
Ａ
『
近
代
都
市
の
形
成
と
在
日
朝
鮮
人
』〈
佛
教
大
学
研
究
叢
書
五
〉（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。
拙
稿
Ｂ
「
京
都
ら
し
さ
」
を
支
え
た
在
日
朝
鮮
人
」（
立
命
館
大
学
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
『
コ
リ
ア
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。
六
七
京
都
市
西
部
地
域
に
お
け
る
都
市
化
の
進
行
と
在
日
朝
鮮
人
拙
稿
Ｃ
「
京
都
市
の
被
差
別
部
落
と
在
日
朝
鮮
人
─
西
陣
織
を
め
ぐ
っ
て
」（
大
阪
大
谷
大
学
教
育
学
会
『
教
育
研
究
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）。
拙
稿
Ｄ
「
京
都
の
伝
統
産
業
、
西
陣
織
に
従
事
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
（
一
）・（
二
）・（
三
）」（『
コ
リ
ア
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
』
第
三
・
四
・
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
・
二
〇
一
三
年
一
二
月
・
二
〇
一
四
年
一
二
月
）。
拙
稿
Ｅ
「
戦
後
一
九
五
〇
年
代
の
京
都
市
西
陣
地
区
に
お
け
る
韓
国
・
朝
鮮
人
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
』
第
四
四
巻
第
四
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）。
拙
稿
Ｆ
「
京
都
の
相
愛
会
と
朝
鮮
人
労
働
者
─
辻
紡
績
を
中
心
に
」（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
）。
拙
稿
Ｇ
「
在
日
朝
鮮
人
社
会
と
京
都
─
被
差
別
部
落
と
友
禅
・
染
色
業
か
ら
考
え
る
」（
原
田
敬
一
編
『
近
代
日
本
の
政
治
と
地
域
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
六
月
）。
拙
稿
Ｈ
「
近
代
京
都
の
土
木
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者
─
錦
林
地
区
を
中
心
に
」（『
大
阪
大
谷
大
学
紀
要
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
）。
拙
稿
Ｉ
「
京
都
・
大
津
間
の
交
通
網
整
備
と
朝
鮮
人
労
働
者
─
山
科
地
区
を
中
心
に
」（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
）。
（
（
）
戦
後
恐
慌
と
関
東
大
震
災
に
よ
る
財
源
難
か
ら
遅
れ
て
い
た
都
市
計
画
事
業
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
頃
以
降
か
ら
で
あ
る
。
伊
藤
之
雄
『「
大
京
都
」
の
誕
生
─
都
市
改
造
と
公
共
性
の
時
代
一
八
九
五
～
一
九
三
一
年
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
第
一
四
章
を
参
照
。
な
お
内
容
を
平
易
に
述
べ
た
論
考
と
し
て
、
伊
藤
之
雄
「
大
正
の
京
都
─
都
市
改
造
事
業
の
展
開
と
特
別
市
制
運
動
」（
佛
教
大
学
編
『
京
都
の
歴
史
四
─
伝
統
の
生
成
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。
（
（
）
畑
富
吉
『
五
十
年
前
の
思
い
出
を
語
る
』（
ハ
タ
ト
ヨ
機
料
、
一
九
六
四
年
）
四
四
頁
。
（
（
）
「
凄
ま
じ
い
勢
で
西
へ
／
西
へ
…
…
と
延
び
広
が
つ
て
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
二
六
年
一
一
月
一
五
日
夕
刊
。
（
（
）
武
田
五
一
「
千
本
丸
太
町
交
差
点
」（
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
編
『
京
都
新
百
景
』
新
時
代
社
、
一
九
三
〇
年
）
三
二
二
～
三
二
五
頁
。
（
（
）
京
都
市
三
大
事
業
は
、
一
九
〇
七
年
に
予
算
が
成
立
し
、
一
九
〇
八
年
に
起
工
、
一
九
一
三
年
に
工
事
が
終
了
し
た
都
市
改
造
事
業
で
あ
り
、
第
二
琵
琶
湖
疏
水
事
業
と
水
道
事
業
お
よ
び
道
路
拡
築
・
電
気
軌
道
敷
設
事
業
を
指
す
。
伊
藤
之
雄
「
都
市
経
営
と
京
都
市
の
改
造
事
業
の
形
成
─
一
八
九
五
～
一
九
〇
七
」（
伊
藤
之
雄
編
『
近
代
京
都
の
改
造
─
都
市
経
営
の
起
源
一
八
五
〇
～
一
九
一
八
年
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
（
（
）
「
警
察
眼
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
八
年
七
月
二
三
日
夕
刊
。
ち
な
み
に
河
原
町
通
の
拡
張
工
事
（
丸
太
町
通
・
五
条
通
間
）
は
一
九
二
六
年
に
完
成
し
た
。
京
都
市
『
京
都
の
歴
史
八
─
古
都
の
近
代
』（
學
藝
書
林
、
一
九
七
五
年
）
四
六
〇
～
四
六
一
頁
。
（
（
）
楠
田
撫
泉
「
朱
雀
野
の
今
昔
」（
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
編
、
前
掲
『
京
都
新
百
景
』）
三
二
五
～
三
二
八
頁
。
（
（
）
京
都
市
社
会
部
『
京
都
市
に
於
け
る
不
良
住
宅
地
区
に
関
す
る
調
査
』（
一
九
四
〇
年
）
二
頁
、
五
頁
。
（
（0
）
佐
藤
銕
彦
「
西
の
京
円
町
界
隈
」（
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
編
、
前
掲
『
京
都
新
百
景
』）
三
三
八
～
三
四
一
頁
。
（
（（
）
筆
者
は
従
来
、
行
政
史
料
を
使
用
し
て
分
析
を
行
う
関
係
か
ら
六
八
行
政
用
語
で
あ
る
「
楽
只
地
区
」
の
語
を
使
用
し
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、「
楽
只
地
区
」
と
「
楽
只
学
区
」
の
用
語
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、「
楽
只
地
区
」
で
は
な
く
「
千
本
地
区
」
の
語
を
使
用
す
る
。
（
（（
）
鄭
詔
文
氏
の
話
。
飯
沼
二
郎
編
『
七
十
万
人
の
軌
跡
─
在
日
朝
鮮
人
を
語
る
Ⅰ
』（
麦
秋
社
、
一
九
八
四
年
）
八
三
頁
。
（
（（
）
拙
稿
Ｃ
、
一
九
頁
、
表
（
。
（
（（
）
京
都
部
落
史
研
究
所
『
京
都
の
部
落
史
二
─
近
現
代
』（
阿
吽
社
、
一
九
九
一
年
）
三
四
三
～
三
四
四
頁
。『
融
和
事
業
研
究
』
第
二
七
号
（
一
九
三
三
年
九
月
）
一
六
二
～
一
六
三
頁
。
（
（（
）
松
ケ
崎
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
た
京
都
府
立
盲
学
校
が
、
一
九
三
七
年
に
千
本
北
大
路
の
西
南
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
視
覚
障
害
児
の
通
学
に
は
市
電
の
停
留
所
か
ら
近
い
方
が
良
い
と
い
う
関
係
者
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
岸
博
実
「
戦
時
下
、
盲
学
校
と
視
覚
障
害
児
・
者
が
体
験
し
た
こ
と
は
─
排
除
と
動
員
な
ど
の
角
度
か
ら
」（
京
都
部
落
問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
二
〇
一
七
年
度
差
別
の
歴
史
を
考
え
る
連
続
講
座
講
演
録
』
二
〇
一
八
年
）
四
～
五
頁
。
盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
会
『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』（
盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
八
年
）
一
三
八
～
一
四
三
頁
。
（
（（
）
具
体
的
な
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
Ｃ
を
参
照
。
（
（（
）
拙
稿
Ｃ
を
参
照
。
朝
鮮
人
飯
場
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
Ｈ
・
Ｉ
を
参
照
。
（
（（
）
拙
稿
Ｄ
。
（
（（
）
拙
稿
Ｅ
。
（
（0
）
金
泰
成
「『
西
陣
織
』
と
『
友
禅
染
』
業
の
韓
国
・
朝
鮮
人
業
者
に
つ
い
て
─
第
三
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告　
京
都
『
在
日
』
社
会
の
形
成
と
生
活
・
そ
し
て
展
望
」（『
民
族
文
化
教
育
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
三
〇
～
三
三
頁
。
（
（（
）
拙
稿
Ｅ
、
二
四
頁
お
よ
び
一
三
頁
・
表
（
。
（
（（
）
拙
稿
Ｅ
、
二
四
～
二
六
頁
。
（
（（
）
拙
稿
Ｆ
、
第
三
・
四
章
。
（
（（
）
拙
稿
Ｆ
、
第
四
～
六
章
。
（
（（
）
拙
稿
Ｂ
・
Ｇ
。
（
（（
）
拙
稿
Ｇ
。
（
（（
）
塚
﨑
昌
之
「
一
九
二
八
年
、
昭
和
天
皇
の
即
位
の
「
大
典
」
に
見
る
朝
鮮
人
の
利
用
と
排
除
─
朝
鮮
人
土
木
労
働
者
の
動
き
を
中
心
に
し
て
」（『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
二
九
頁
・
表
を
参
照
。
塚
﨑
は
、
早
朝
や
夜
に
事
故
が
多
発
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
新
京
阪
鉄
道
工
事
に
つ
い
て
は
、
拙
著
Ａ
第
（
章
、
拙
稿
Ｂ
第
（
章
で
も
論
じ
て
い
る
。
（
（（
）
塚
﨑
昌
之
、
前
掲
論
文
を
参
照
。
塚
﨑
は
、「
大
典
」
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
工
事
が
急
が
さ
れ
、「
千
本
ガ
ー
ド
」
の
工
事
で
は
、
疲
労
で
体
が
動
き
に
く
い
夕
刻
に
、
落
石
、
墜
落
に
よ
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
負
傷
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
な
お
七
条
千
本
付
近
に
は
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
住
む
「
土
工
部
屋
」
が
あ
っ
た
（
拙
稿
Ｈ
、
注
（（
）。
（
（（
）
拙
稿
Ｈ
、
一
九
～
二
〇
頁
。
（
（0
）
「
飯
場
頭
の
喧
嘩
／
ス
コ
ツ
プ
で
殴
る
」『
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
版
』
一
九
二
八
年
一
〇
月
一
二
日
。「
ス
コ
ツ
プ
で
殴
る
／
仕
事
上
の
口
論
か
ら
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
三
〇
年
三
月
二
二
日
。
六
九
京
都
市
西
部
地
域
に
お
け
る
都
市
化
の
進
行
と
在
日
朝
鮮
人
（
（（
）
拙
稿
Ｈ
。
（
（（
）
同
右
。
〔
謝
辞
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鷹
陵
史
学
会
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
積
層
す
る
都
市
の
歴
史
性
」（
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
）
に
お
い
て
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
都
市
史
研
究
に
関
す
る
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
関
係
の
皆
様
方
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
